力一 FM ステレオトランスミッター AT - FMT 800 


取巧説お ©audio-technica 

お買い上げありびとうございます。 

ご使用の前にこの取掘説明書を必ずお読みのラえ、正し < ご使巧ください。 

また、いつでをすぐ読める場所に保管しておいてください。 


ま全上のま意 


本製品は安全に充分な配慮をして設計をしていますび、使いかたを誤ると事故び 
起こることもあります。き故を未然に防ぐために下記の巧容を必ずお守りください。 


A 警告 

この表示は r 取り扱いを誤った場合、使用者び死 t または重傷を負う 
可能性びあります」を意味しています。 

A 注意 

この表示は r 取り扱いを誤った場合、使用者び傷害を負う、または 
物的損害び発生する可能性びあります」を意巧しています。 


( 本体について ) 


A 警告 

• 道路交通法にがってをを運面する 

-運乾中は絶対に本製品や接続機器を接続-設置-操作しないで<ださい。 

-運鼠中に本製品や接続機器の画面を注視しなし'!でください。 

-車外の音び聞こえる程度の音量でご使用ください。 

♦運輯操作やエアバックシステムの作動を抑ずる場所には設置しない 

コード類はまとめ、車体可動部が正しく操作でさることをご確認ください。 

• 異常に気付いた5怯巧しない 

異常な音、煙、においや損傷などびあったとさは、すぐに安全な場所に車を止めてください。 

力ーシガーソケットから本製品をなさ、お買い上げの販売店または当社サービスセンターに 
修理を依頼してください。 

• 内部に水や異物を混入させない 

感電や火災の原因となりまず。万一、水や異物び入ったと到ま、す <1こ安全な場所に車を止めて 
<ださい。カーシガーソケットから本製品を扳さ、お買い上げいただいた,玻売店、または 
才ーディオテクニカ相談窓□にご相談ください。 

♦ 分解や改造はしない 

感電、故障や火がの原因となります。 

• 強い衝撃を与えない 

感電、故障や火災の原因となります。 

♦ 本麗品①巧应機種列には博巧しない 
乂災やけびの原因とな0ます。 


① 


A 注意 

• 不ま定な場巧に設置しない 

不安定な場所に取り付けると、本製品び動いたり落ちたりするなどき巧やけびの原因となりまず。 
♦ 本留品をカパーなどでおおったが態にしない 

か f 一や座布団など、熱びこちる状態で使用しないで < ださい。 

本体の変形や火災の原因となります。 

♦ 使用中の本製品に長時間軸れない 

通電中の本製品に、長時間皮膚び關れているが態び続 < と低温やけどの原因とな0まず。 


使用上のま意 


♦ ご使巧の隙は、接続する機器の取扱説明書を必ずお読みください。 

♦本製品には電源スイッチびないため、使用後は必ず力ーシガーソケットから列してください。 

車種によっ口まバッテ U — び上びる原因となります。 

• 本製品のシガープラグを、力ーシガ~ソケットに挿入した状態で回転させないでください。 

• 本製品は耐熱•耐寒設計になってお0まずび、温度や湿度の高い場所(ダッシュボードやフロア 
カーペット上など)や直射日光の当たる場所、ほこりの多い場所などには置かないで < ださい。 

また、自動車内に放置しないで < ださい。 

•本製品は長時間使巧すると、紫外線(特に直射日光)や摩擦により変色ずることびありまず。 

♦ コードは必ずプラグを持って抜き差ししてください。コードを弓 I っ張ると断線や故障の原因になります。 
• 〕ードをポータブルプレー巾一や本製品などに巻き付けないでくださレ。断線の原因になります。 

♦ USB 接続の隙は、本製品と機器を直接接続して < ださい。 US 日八ブ、巧び USB 延長ケープルは使用 
しないで < ださい。 

♦ US 巨ケープル（ポータブルプレーヤーに付属、または別売）は、本製品の USB 端テ、巧び接続機器の 
US 目ポートの契までまっすぐ差し込んで<ださし、斜めに差し込むと故障の原因になります。 

♦本製品の USB 接続時に、万一充電する磯器のデ…夕などび消失してを、当社では責任を負えません。 
• カーシガーソケット内の夕； V "コの中二やちれなどは、ク iJ — ニングしてからご使巧 < ださい。 

♦ 本敦品自体び傷んでいないか、本製品とカーシガーソケットの間にほこりびたまっていないか、または 
コード類び絡まっていないか、などを定期的に確認してください。 

♦本製品の電源供給機能はポータプルプレーヤー専用です。それな列の機器(携帯電話など)は 
接続しないで < ださい。 


③ 


⑥ audio-technica; 保旨正書 


I 持込修理 I 



AT - FMT 800 


年月日 

保証期^^ 

ご購入日より 1年 

フリガナ 

ご氏名 乂 

/ 午雨^ <191 f 、 



載載不可 


参裏の保証規定を必ずお読み<ださい。 

ホホ巧を社:が-デ^ザザテクニの 

干 1 94-8 日日巨東を都巧田 市 成 瀬 22 日 6 http://www.audio-technica.c 

お問い合わせ巧谭話/平日9:00〜 17:30) 

製品の仕様-おいかたや修理-部品のご相該は、お買い上げのお店または当社窓□及びホ 1 
「サ ポー ト」までお願いします。 

♦相談窓□(製品の化様-使いかた）画. 0120 -773-4 17 

(携帯電話 -PHS などのご利用は 03-6746-0211) 

FAX : 042 -739-9 120 E メー ル； support@audio-technica.co.jp 

♦ヴービスセンター(修理*部品） 函 . 01吕 0-887-4 1扫 

(携帯電話 -PHS などのご利用は 03-6746-0212) 

FAX : 042-739-9 120 E メー ル： servicecenter@audio-technica.co.jp 


ページの 


各部の名称と使いかた 


①本製品のシガープラグを力ーシガーソケットへ接続します。 

体製品のノのーインジケーターび点なします。） 

③本製品の音声入カプラグをポータブルプレーヤーのヘッドホン端デへ接続します。 

③ 力一 FM ラジオの電源を入れ、受信周波数を FM 88 .吕、88.巨、89.0、 89.4 MHz の 
ラちで放送び琉れていない周波数に合わせまず。 

④ 本製品の周波数切曽スイッチを、③で選択した周波数と合わせ、接続したポータブル 
プレーヤーを再生します。 

力一 FM ラジオ 

力ーシガーソケットへ 



A ミち意 

♦ 力一 FM ラジオ LU がではご使用になれません。 

• 本製品の電源お給機能はポータプルプレーヤー専用でず。それ L ソ列の機器(携帯電話など)は 
接続しないで < ださい。 

♦本製品には電源スイッチびないため、使巧後は必ず力ーシガーソケットからがしてください。 

車種によってはパッテ U — び上がる原因となりまず。 

♦分配/延長ソケットを使用した場合、設置屬所により晋信時のノイズの出ちび変わる場合があります。 

ノイズの少ない設置場所を選んでご使用ください。 

• 安定した受信状態を得るために、コードは伸ばしてご使用ください。 


③ 


④ 


































































ドライブエフェクトモード （D mode ) について 


故障かなと思ったときは••- 


A 1. 本製品は電波法に基づいた微弱電波出力機器です。そのため、強い電波び出て 
いる電波塔や自動ドアの付近、屋内駐車場やトンネルなど、コンク U — 卜や鉄 
材で遮開された場所ではノイズび出る場合びあります。その場含は、周波数を 
変えるか、その場所か5移動するなどしてください。 

冉 2. 受信感度びほいカー FM ラジオでちノイズび出る場合びあります。その場含は 
差し込み方向を蜜えるなどしてください。 

冉 3. 真夏曰などの炎天下、車巧び高温になるとノイズび出る場合びあります。 

その場合は車内の温度調整を行なってください。 

冉 4. 再生と US 日充電を同時に行なっている隙には、ノイズび出る場合びあります。 

その場合は USB ケーブルを损いてください。 

[ Q . 音が歪む 

冉1.ポータブルプレーヤーのボリュームを調整してください。 

L _ Q . 音がかさし、 

冉1.ポータブルプレーヤー巧びカー FM ラジオのボリュームを調整してください。 

* 上記の点び改善されない場合は、下記当社相談窓□までご連絡ください。 


テクニカル データ 

電源 

DC12V/24V 

送信周波数 

88.2.88.6. 扫日.0、 89.4MHz のラち1波を選択 

入力端子 

03.已 mm 金メッキステレオミニプラグ (L 型） 

音声入力〕ード長 

0.8m 

入カインピーダンス 

1000 

送信時電流 

30mA 

最大が形寸法(突起部、コードは除 <) 

約H日4x\A/4巳xD^6.已mm 

質量口ード含む） 

約6已呂 

USB 端子 

A-TYPE 

出力電圧 

已V 

出力電流(最大） 

500mA 


(改良などのため、予告な < 変更することびあ0ます。） 


アフターヴービスについて 

本お品をご家庭巧として,お巧説明や接病-ま意呈さに巧つにご巧用に 
おいてお慎した場合.保 SE 香記載の南 W ’ 規定によ D 無料修理をごなて 
し''にだ5まず。 

お百い上げの除の帯の舍またはレシートなどは,イ呆証関を曰の坦認のた 
めに巧 a 皇と其に大切に巧营し.慢理などの廣は提示をお頤いします。 


株なをせテザか 

干 194-866 色東を都町田市成滿2206 
htt 口 :// WWW au 口 io-technica CO j 口 


お問い含わせ巧（呈話受け/平曰 9 : 00 〜 1 7:30) 

製品の仕様-使いかたや修巧-部品のご巧設は.お買い上げのお店 
または当な窓口及びホームページの r サポート」までお願いします。 
♦相談窓口（堅品の仕な-巧いかた） ^0120-773-417 
(携帯電話- PHS などのご利用は 03-6746-0211) 

FAX : 042-739-9120 E メー ル： support @ audio - technica . co.jp 
♦サービスセンター(修理•部品） 函 .0120-887-416 
(携帯電話- PHS などのご利用は 03- B 74 已-□吕 1 2) 

FAX : 042-739-91 20 E メール： servicec 饥倘 @ aucliotechnica . co.jp 


⑦ 


オーディオテクニカ製品をお買い上げいたださましてまことにありびとラございま 
す。お買い上げの製品に万一異常が生じた場をは、この保証書の規定により保証期 
\間内に限0無料で修理させていただ定ます。修理の隙にはこの保証書をご提示願 
ますので大切に保存してください。お買い上げの際の領収書またはレシートな 
^保証開始曰の確認のために、大切に保管ください。 

な証期間経過後を責任をちって修理いたしますび、その際は有料となります 
の承ください。本製品の基本性能を維持するために必要な部品(補修用性 
能部最低保有年限は製造巧切後6年です。 

4呆言正規定 （必ずお読みください） 

保証期間中に弘^削月書に従った、正常なご使用状態で故障した場をは、無料で修 
理いたします。ぉ\\上げのお店、当なサービスセンターへご連絡ください。また修 
理の際オーディオ力の判断で製品交換させていただくことびありますのでご 

ド ’ ホい . hJ-Rd 


①取扱いの誤りによる故障や破損。 

⑤天災など、不可抗力による故障や破損。 
⑤本製品];(外の機器び度 



ば後の言 



I を郵送、託送される 
にい。製品は、輸送 


な話の巧まか 

!i ♦消耗’摩耗した部品(カート IJ ッジの針先、ヘッドホンのイヤパッドやイヤピース、 

U マイク□ホンの脱着式ウインドスクリーン、ミキサーのフエーダー類)及びポーチ I 

な到ま Tffl 慣いにし 

修埋品の送料 

♦保証の期間内、期間経過後を問わず、修理’検査のためけ 
場合は、お客様に送料をご負担いただきますのでご了承’ 

中の事故びないよう、個包してお送りください。 

修理品のな証 

♦修理後、同一個巧に同一の故障を生じた場合は、保証期間を超^1^ち修理完 
了曰より3ケ月内に限り無料で修理いたしまず。 

その他 

①このな証書の記載内容によってお客様の法律上の権利び制限されるち I 
りません。 

③この保証書は日本国内でのみ有効です 。 (This warranty is valid only in Jap ; 

⑤本保証書は巧発行いたしませんので、紛失なさらないよラ大切に保管してくださじ 

®audio-technica. 


あ 


ル 


OFF ： エフェクト効果のない通常の音質です。 

L 0 : □—ドノイズや風切り音びラるさい場合に使用。 

聞こえにくいかさな音を持ち上げ、音を明瞭にします。 

HI :音楽の迫力を出したい場含に使巧。 

ルさな音をさらに持ち上げ、パワフルサウンドを実現します。 

《 FM 電波のノイズを抑えるをのではありません。 

FM 電波にノイズび入る墙合は、 FM 周波数を切り替えるか、ポータスレプレーヤーの 
設置場所を変える、またはその場から移動するなどして < ださい。 

I ドライブエフェクトモード (D mode ) の使いかた 

D mode スイッチで OFF / LO / HI の切り替えができます。 



Dmode スイッチをスライドして 
日 FF/L0/HI から選択してください。 


⑥ 


USB 巧電機能について 


本製品は、 US 巨端子でポータブルプレーヤーの充電を行なラことびで去まず。 
m 本製品に USB ケープルは付属されてお0ません。 


① 本製品のシガープラグをカーシガーソケットに接続します。 

② USB ケープ J レ(ポータブルプレーヤー付属、または別売)を 
本製品の US 目端デに接続します。 

③ USB ケープルを、お使いのポータブルプレーヤーに 
接続すると、充電び開始されます。 



A ま意 


• 充電ずる隙は、ポータブルプレーヤーの取扱説明書ち必ずお読みください。 

• USB 端デはポータブルプレーヤーの電源供給、充電専巧です。 

音声入力ではありません。 

♦ ノ くソコンでの認罰び必要、及び充電中に再生でさないなど、一部対応でさない機種 
びあ0ます。 


—ズの交換のしかた 


ヒューズが切れてしまった場合には、市販の交換ヒューズとお取り曽えください。 

①力ーシガーソケットから本製品をおいてください。 

感プラグの先端部分を回して外してください。 

③ 切れたヒューズを取り出し、新しいヒューズを入れます。 

④ プラグの先端を元に戻し、しっかり締めてください。 

ヒューズ 




A ミ 主意 


>ヒューズを針金などで代用しないでください。 

>交換ヒューズの種類は1冉2已〇 V です。それし U 外は使巧でをません。 


ドライプ時にかさ消されやすいルさな音を持ち上げ、音を明瞭にする2種類の 
音質モードです。* 


大 


Q . 音楽が送信できない。パワーインジケーターが点灯しなし、_ 

冉1 . シガープラグびしっかり奥まで差し込まれているか確認してください。 

パワーインジケーターび点打しない場合は、ヒューズが切れている場合があります。 
ヒューズの交換方法は、「ヒューズの交換のしかた」をご覧ください。 

Q . ノイズが出る 


ポータプルプレーヤーで再生している 
音楽のイメージ波お 




たか¥6砸 
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